
2024年9月26日
中国電力株式会社

高圧・特別高圧部門の標準料金メニューの
見直しについて



-1-１．見直しの概要

当社は、高圧・特別高圧部門のお客さまに、2023年4月1日から
「電気料金単価の値上げ」および「燃料費等調整制度の見直し」を
お願いさせていただいております。

その後の卸電力取引市場価格の低下等に加え、本年12月に予定
する島根原子力発電所2号機（以下「島根2号機」）の再稼働に
より、電源調達コストの低下が見込まれることから、2025年4月1日
から高圧・特別高圧部門の標準料金メニューの見直しを行うことと
しました。
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電力量
料金単価 電力量

料金単価

 本年12月に予定する島根2号機の再稼働等により、電源調達コストの低下が
見込まれることから、2025年度の電気料金にあらかじめ反映することとし、電力量
料金単価を原則として一律▲0.30円/kWh値下げします。

２．電力量料金単価の値下げ（１／３）

＜電力量料金単価の値下げイメージ＞

現行
（2024年10月分）

電力量
料金単価 ※2

燃料費等
調整単価※1

（2024年10月分）

（燃料費等調整後）

▲0.30円/kWh値下げ

見直し後の燃料費等調整
により変動
（実際の電力量料金単価は、
その時点の燃料費等調整単価
などにより異なります）

見直し後
（2025年4月1日以降）

※1 高圧▲8.85円/kWh、特別高圧▲8.63円/kWh。離島ユニバーサルサービス調整単価および国の「電気・ガス料金支援」に係る値引き額を除きます。
※2 見直し後の料金適用の開始までは、現行料金の電力量料金単価および燃料費等調整単価により電力量料金を計算します。



-3-２．電力量料金単価の値下げ（２／３）

＜高圧のお客さま＞

契約種別 区分 現行の
料金単価

見直し後の
料金単価 差

業務用電力
基本料金（円/kW） 1,996.50 1,996.50 0.00

電力量料金
(円/kWh）

夏季 22.47 22.17 ▲0.30
その他季 21.03 20.73 ▲0.30

高圧電力Ａ
基本料金（円/kW） 1,507.00 1,507.00 0.00

電力量料金
(円/kWh）

夏季 23.04 22.74 ▲0.30
その他季 21.55 21.25 ▲0.30

高圧電力B
基本料金（円/kW） 1,996.50 1,996.50 0.00

電力量料金
(円/kWh）

夏季 20.88 20.58 ▲0.30
その他季 19.58 19.28 ▲0.30

注：単価には消費税等相当額を含みます。
注：現行単価には、2024年10月分燃料費等調整単価（高圧▲8.85円/kWh。離島ユニバーサルサービス調整単価および国の「電気・ガス

料金支援」に係る値引き額を除きます）を含みます。

※ 詳細は「電気料金単価表」をご参照ください。

 見直し後の主な料金単価は以下のとおりです。
 なお、詳細は「電気料金単価表」をご参照ください。



-4-２．電力量料金単価の値下げ（３／３）

＜特別高圧のお客さま＞

契約種別 区分 現行の
料金単価

見直し後の
料金単価 差

特別高圧電力Ａ
〔20kV〕

基本料金（円/kW） 1,842.50 1,842.50 0.00

電力量料金
(円/kWh）

夏季 19.38 19.08 ▲0.30
その他季 18.18 17.88 ▲0.30

特別高圧電力Ｂ
〔20kV〕

基本料金（円/kW） 1,842.50 1,842.50 0.00

電力量料金
(円/kWh）

夏季 18.66 18.36 ▲0.30
その他季 17.54 17.24 ▲0.30

注：単価には消費税等相当額を含みます。
注：現行単価には、2024年10月分燃料費等調整単価（特別高圧▲8.63円/kWh。離島ユニバーサルサービス調整単価を除きます）を含み

ます。

※ 詳細は「電気料金単価表」をご参照ください。



-5-３．燃料費等調整の見直し（１／３）
 燃料費等調整制度とは、燃料価格（原油、LNG、石炭）や電力市場価格の変動

を、あらかじめ定めたルールにより電気料金に反映させる制度です。
 今回の見直しでは、「燃料費調整」および「市場価格調整」について、算定諸元の

見直しを行います。

＜燃料費等調整の仕組み＞

見直し 見直し



-6-３．燃料費等調整の見直し（２／３）
 小売供給のための電源調達環境を踏まえ、2025年度においては、卸電力取引

市場からの調達量を増加させることを想定し、燃料費等調整の前提となる電源構成
の想定を見直します。

 燃料価格や電力市場価格の変動を適切に料金に反映する観点から、見直し後の
電源構成に基づき、燃料費調整および市場価格調整の算定諸元を見直します。

＜燃料費等調整の前提となる電源構成イメージ＞

FIT買取分

水力・
原子力等

火力

石油
LNG
石炭

FIT買取分

燃料費調整

市場価格調整

現行 見直し後

市場調達分 卸電力取引市場から
の電力調達を増加

火力

石油
LNG
石炭

水力・
原子力等



-7-

※1 平均燃料価格が1,000円/kl変動した場合の燃料費調整単価の変動単価。
※2 平均市場価格が1円/kWh変動した場合の市場価格調整単価の変動単価。

３．燃料費等調整の見直し（３／３）
 見直し内容は以下のとおりです。
① 至近の燃料・電力市場価格を踏まえ、基準燃料価格と基準市場価格を見直します。
② 電源構成の想定の見直しを踏まえ、基準単価、調整係数、換算係数等を見直します。
 なお、来年度以降に卸電力取引市場からの調達量の大幅な変動が見込まれる

場合は、燃料価格や電力市場価格の変動を適切に料金に反映する観点から、②と
同様に、基準単価、調整係数、換算係数等を見直す場合があります。

現行 見直し後

燃料費
調整単価

基準燃料価格 75,400円/kl 41,900円/kl

基準単価※1 高圧 20銭5厘 17銭7厘
特別高圧 20銭0厘 17銭4厘

換算係数
α（原油） 0.0406 0.0406
β（LNG） 0.0982 0.0982
γ（石炭） 1.2015 1.2015

市場価格
調整単価

参照価格 回避可能原価 中国エリアプライス
基準市場価格 20円81銭 9円45銭

調整係数※2 高圧 0.162 0.265
特別高圧 0.158 0.259

換算係数 x（24時間） 0.1316 0.4861
y（8時～16時） 0.8684 0.5139

・見直し箇所を赤字で記載。なお、離島ユニバーサルサービス調整単価は変更なし。＜見直し内容＞

：卸電力取引市場からの調達量に大幅な変動が
見込まれる場合、年度ごとに見直すことがあります。
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４．電力量料金単価の値下げによるお客さま影響額（モデル試算）
 電力量料金単価の値下げによる影響額は、2024年10月分料金の前提で比較

すると以下のとおりです。（現行料金から約1%の値下げ）
 なお、実際に電力量料金単価の値下げが適用されることとなる2025年4月1日から

の料金には、見直し後の燃料費等調整単価を適用します。（実際の料金は、その時
点の燃料費等調整額や再生可能エネルギー発電促進賦課金等により異なります）

・料金には消費税相当額を含みます。 ・端数処理の関係上、金額が一致しない場合があります。
・現行料金には、2024年10月分燃料費等調整額（国の「電気・ガス料金支援」に係る特別措置を除く）および再生可能エネルギー発電促進賦課金を含みます。
・見直し後料金には、 2024年10月分離島ユニバーサルサービス調整額および再生可能エネルギー発電促進賦課金を含みます。
・料金は、力率100%、月間電力量：夏季25%、その他季75%により算定しています。

区分 モデル 現行 見直し後 月間影響額 値下げ率

業務用電力
のお客さま

契約電力  ：100kW
月間電力量 ：2.2万kWh 71.7万円 71.1万円 ▲0.7万円 ▲0.9％

高圧電力A
のお客さま

契約電力  ：100kW
月間電力量 ：1.9万kWh 61.1万円 60.5万円 ▲0.6万円 ▲0.9％

高圧電力B
のお客さま

契約電力  ：1,000kW
月間電力量 ：28万kWh 825.2万円 816.8万円 ▲8.4万円 ▲1.0％

特別高圧電力A
（20kV）
のお客さま

契約電力  ：3,000kW
月間電力量 ：84万kWh 2,316.2万円 2,291.0万円 ▲25.2万円 ▲1.1％

特別高圧電力B
（20kV）
のお客さま

契約電力  ：5,000kW
月間電力量 ：170万kWh 4,407.5万円 4,356.5万円 ▲51.0万円 ▲1.2％
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